
ミヤリー

イベント日記

き
ご
う
の
人

　上記の人口・世帯数は、平成22年国勢調査人口
を基礎とし、その後の住民基本台帳による異動数

（出生・死亡・転入・転出者数）を加減したものです。
問政策審議室☎（632）2124

平成27年2月1日現在 （前月比）
人口

世帯 221,488世帯（＋29世帯） 

総数…518,134人 （＋37人）
男　…258,171人 （＋17人）
女　…259,963人 （＋20人）

転入 1,293人
出生　438人

転出 1,183人
死亡　511人（ ）

　「広報うつのみや」は、見やすい文字「ユニ
バーサルデザインフォント」を使用しています。

よりやさしい文字で広報します

今月　 表紙の

ボランティアガイドのお薦めスポット

富士見櫓とさくら
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ブログ
「ミヤリー日記」で
宇都宮をPRしているよ。
見てね！

ミヤリー日記 検索

　市制110周年記念事業で「宇都宮城址公園」の本丸
の一部が、伝統的な工法を用いて復元されました。桜
は、河津桜・枝垂れ桜・大山桜・ソメイヨシノなどが
順に咲きますが、まだ花芽が眠っている時期です。
　宇都宮は宇都宮二荒山神社を中心に発展してきた土
地で、1619年に宇都宮城主となった本多正純は、積極
的に城と城下町の整備を行いました。主要な道路網な
ど、宇都宮の町並みの骨格はこのときにできたものだ
といわれています。宇都宮城は、天守閣のない平城で、
石垣ではなく10メートルの高さを誇る土塁が特徴です。
　ひと時、日々の喧騒から離れ本丸に立ち、いにしえ
の宇都宮に思いをはせてみ
てはいかがでしょうか。

　２月１日に姿川地区子どもフェスタに
行ってきたよ。芝生の上で竹馬に挑戦し
たり、抽選で当たった人は似顔絵を書いてもらったり、他にも催しが
盛りだくさんでみんなとっても楽しそうだったよ。ミヤリーも１日
とっても楽しかった！
　近所の中学生たちが小さい子の面倒を見てあげていて、ミヤリー感

心しちゃった。みんなギョーザダンスも一
生懸命覚えて踊ってくれて、うれしかった
な。来年もまた行きたいな！

　広報うつのみや平成26年10月
号～3月号の表紙で、市文化財
ボランティアガイドの伊澤一彰
さんの作品を紹介しています。

かず あき

ＬＲＴ
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古いまちの呼び名と
こぼれ話を紹介します

曲師町

齋藤　高藏さん

鉄砲町
てっ ぽう ちょう

現在の馬場通り2丁目辺り

◀昭和30年ごろの鉄砲町付近（個人蔵）
▲現在の鉄砲町

宮はつらつ     っこ
今、輝いている市民

優
し
く
　素
直
で
　き
れ
い
な
音
色

　
　
　人
生
初
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
賞

　
昨
年
11
月
に
、
千
葉
市
で
開

催
さ
れ
た
日
本
学
校
合
奏
コ
ン

ク
ー
ル
ソ
ロ
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
で
、
添

野
智
恵
美
さ
ん
が
、
見
事
に
最

高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

添
野
さ
ん
は
、
受
賞
の
発
表
を

聞
い
た
と
き
大
変
驚
い
た
そ
う

で
す
。
指
導
す
る
音
楽
講
師
の

高
橋
美
智
さ
ん
は
「
ホ
ー
ル
の

大
き
さ
に
負
け
ず
、
純
粋
に
、

精
一
杯
に
演
奏
す
る
姿
が
本
当

に
印
象
的
で
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　
添
野
さ
ん
は
３
歳
の
と
き
に

病
気
で
左
目
の
視

力
を
失
い
ま
し
た

が
、
５
歳
の
と
き

に
通
っ
て
い
る
保

育
園
を
訪
れ
演
奏

し
て
く
れ
た
高
橋

さ
ん
の
音
色
に
惹

か
れ
「
音
が
と
て

も
き
れ
い
。
や
っ

て
み
た
い
」
と
、

自
分
か
ら
マ
リ
ン

バ
を
始
め
ま
し
た
。

　
心
の
中
で
歌
い
な
が
ら
弾
く

こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う

添
野
さ
ん
。
そ
の
演
奏
に
つ
い

て
高
橋
さ
ん
は
「
マ
リ
ン
バ
は
、

音
色
に
性
格
が
出
ま
す
。
彼
女

の
音
色
は
、
優
し
く
、
素
直
で

き
れ
い
な
ん
で
す
」
と
話
し
ま

す
。

　
次
の
目
標
は
「
コ
ン
ク
ー
ル

の
時
よ
り
も
良
い
演
奏
を
す
る

こ
と
」
と
言
い
ま
す
。
添
野
さ

ん
の
お
母
さ
ん
も
「
賞
を
取
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

も
音
楽
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で

す
。
マ
リ
ン
バ
が
、
心
が
落
ち

着
く
癒
し
の
時
間
に
な
っ
て
、

そ
し
て
一
生
の
友
達
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。
今

回
の
受
賞
で
一
回
り
成
長
し
た

添
野
さ
ん
。
今
日
も
マ
リ
ン
バ

の
素
敵
な
音
色
を
奏
で
ま
す
。

　
こ
の
付
近
は
、
戦
国
時
代
の

終
わ
り
頃
、
宇
都
宮
氏
が
鉄
砲

鍛
冶
を
住
ま
わ
せ
た
こ
と
か
ら
、

町
名
が
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
は
奥
州
街
道

沿
い
の
町
人
町
で
あ
り
、
塗
物

師
・
絵
師
・
鋳
物
師
・
表
具
師

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
や
商
人

が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
鉄
砲
町
は
、
当
時
、
宇
都
宮

一
・
二
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
た
バ
ン
バ
と
、
オ
リ
オ
ン
通

り
の
間
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ま
ち
に
は
活
気
が
溢
れ
、
古
く

か
ら
続
い
て
い
た
家
や
老
舗
の

店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
魚
屋
・
肉
屋
・
酒
屋
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
と
て
も

便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
、
娯
楽
の

代
表
格
だ
っ
た
映
画
館
に
替
わ

っ
て
百
貨
店
が
開
店
し
、
多
く

の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
生
鮮
食
品
や
日
用
品
な

ど
を
扱
う
量
販
店
が
付
近
の
住

民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
鉄
砲
町
や
バ
ン
バ

に
は
多
く
の
人
が
暮
ら
し
、
人

々
の
往
来
も
盛
ん
な
、
宇
都
宮

の
顔
と
も
い
え
る
場
所
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
時
の
移
り
変

わ
り
と
と
も
に
住
民
は
郊
外
へ

転
居
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
ま
ち
な
か
で
自

転
車
の
大
会
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま

ち
な
か
に
お
越
し
の
際
は
鉄
砲

町
付
近
を
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

宮
の
原
小
学
校
　添
野
　智
恵
美
さ
ん

ア
ン
ド

み

さ
と

か

い

あ
ふ

も
の

し

じ

こう ぞう
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●
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●
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ン
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ン
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り

本
丸
西
通
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中
央
通
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MEGA
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